
第1回市営住宅部会の議論の方向性について

住宅市場

市営住宅
◆入居者の暮らしの安全・快適性を確保す
るための整備・維持管理のあり方は？

◆限られた予算の中で市営住宅をどのように
整備・管理をしていくか？

◆「真に困窮している世帯」への供給に
向けた取組みとは？

◆市営住宅の高齢化率が高い状況
にある中、世代間バランス配慮
のために効果的な取組みとは？

テーマ 論 点

管理戸数・供給戸数の適正化について
○人口減少社会の到来や人口構造の変化を踏まえ、将来の市営住宅の管理戸数・供給戸数をどのように考えるか
○財政的制約を踏まえた持続可能な市営住宅の供給に向けて、市営住宅をどのように整備・管理していくか

住宅確保要配慮者への対応について ○真に住宅に困窮している世帯へ適切に市営住宅を提供するにはどうすべきか

市営住宅ストックのあり方について ○入居者の暮らしの安全、快適性を維持するために、市営住宅の維持管理をどのように行っていくべきか

まちづくり施策等との連携について ○都市計画の方向性をふまえ、団地整備のあり方はどうあるべきか

コミュニティのあり方について
○高齢化が進むなかで、入居者の世代間バランスをどのように図るか
○市営住宅の利用価値を高める手法は何があるか

資料６

◆社会経済情勢の変化を踏まえ、将
来の市営住宅の管理戸数・供給戸
数をどう考えるか？

住宅セーフティネット

住宅セーフティネットの構築にあたり、市営住宅はどうあるべきか

◆都市計画の方向性を踏まえ、団地を
どのように整備していくべきか？


